
  葛川エピソード 
～知っているようで知らない葛川～ 

編著:葛川をきれいにする

会 2021年1月 

1 4万年ほど前 葛川には丹沢の水

が流れていた   1 

6萬年堀について

7萬年堀流路図勝負

8萬年堀と灌漑用水

景観図 

9大正5年(1916)頃

の堂面堀景観図 

10堂面堀の自然
プールについて 

21長寿橋に橋げたが

ないのは 

14葛川橋付近の水
質は「きたない」 

20 今も使われている中

堰用水 

11 妙見組合の水車 

23下町下浜公園下葛川にウナ
ギ 

25   魚道の設置

24   7年ぶりにアユ 

26小学生対象に 生き物観察 

22西友付近でモクズガ

各エピソードの場所 

12少なくとも1967年までは

下町に用水が流れていた 

3&4 吾妻山と厳島神社 (山

と海のつながり) 



葛川エピソード ページ

Ⅰ葛川の歴史

4万年ほど前　葛川には丹沢の水が流れていた 1

葛川のはなし(「二宮のむかしばなし」二宮町教育委員会) 2

吾妻山と厳島神社 (山と海のつながり)1 3

吾妻山と厳島神社 (山と海のつながり)2 4

二宮村田畑用水路図({わたしたちの二宮}　二宮町教育委員会) 5

萬年堀について(「にのみや」二宮町教育委員会) 6

萬年堀流路図勝負前　(「にのみや」二宮町教育委員会) 7

萬年堀と灌漑用水景観図(池田精一郎氏図) 8

大正5年(1916)頃の堂面堀景観図より(池田精一郎氏図) 9

堂面堀の自然プールについて(池田精一郎氏文) 10

妙見組合の水車(池田精一郎氏図) 11

少なくとも1967年までは下町に用水が流れていた(池田精一郎氏文) 12

河川の汚濁問題{昭和59(1984)年5月広報{にのみや}} 13

葛川橋付近の水質は「きたない」[広報{にのみや」昭和60(1985)年3月] 14

よみがえれ葛川の清流(1978年2月3日朝日新聞) 15

コイが住める清流に(1978年9月8日朝日新聞) 16

Ⅱ　現在の葛川 

葛川の汚染は昭和５０(1980)年代後半から平成12(2000)年ぐらいがピーク　{葛川の歴史年表} 17

「葛川はきれいになった」という声を聞くが 18

BOD値　県内87観測点中80番目 19

今も使われている中堰用水 20

長寿橋に橋げたがないのは 21

西友付近でモクズガニ 22

下町下浜公園下葛川にウナギ 23

7年ぶりにアユ　仮宿橋新田橋上流 24

魚道の設置を   ウナギやアユが昔のように川を遡れる」ことを夢見て 25

小学生対象に 生き物観察　大人も飛び入り参加 26

「葛川水系河川整備計画」県に対する働きかけ 27

　2019年4月9日県は「葛川水系河川整備計画」を公表し決定 28

葛川　もう一つの源流 29

　付録　葛川に生息する主な魚類(コイをのぞく) 30

こんな底生動物がいるかな? 31



1  4 万年ほど前、葛川には丹沢の水が流れていた 
 

大磯丘陵が形成される前の水無川や葛葉川などの河川は南に向か

って流れていたが、約 4 万年前の渋沢断層の活動による大磯丘陵の

上昇によって南流を阻止され、現在は東南方向に迂回する流路をとっ

ている。特に室川の流路は水源域から渋沢断層の存在によって規制さ

れ、渋沢断層に沿って東に流れている。(「秦野盆地周辺（秦野市）の地形・地質

概要」より)  

その証拠として、丹沢にしかみられないグリーンタフという石が一

色の向根橋付近 で見られる。森 慎一氏(元平塚市博物館学芸委員)  

 

渋沢断層南側つまり二宮側が隆起している。 

因みに室川付近の海抜は約 100 ｍ、南側にある南が丘は約 150ｍ である。  
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2 葛川のはなし 
葛川の流れをたどってさかのぼると北久保の弁天さんがあります。この社の周囲一帯は湿地帯で、中井町

の水郷と呼ばれ、自然保護区域に指定されています。 

ここが葛川の水源地で社の後ろから清冽な清水がこんこんと流れ出ています。その昔、米倉寺
べいそうじ

の柱に巻

かれている左甚五郎作といわ作る木彫の竜が、夜な夜なここへ水を飲みに来たというお話が残っています。  

この水が流れて北久保から県道の目がね橋の下をくぐり、井ノロから五分二を経て一色中里二宮を貫流

し、途中打越川、田代川など小さな支流を併せて国鉄東海道線鉄橋下から東へ向い大磯町中丸で海へそそ

いでいます。 

 この川は上流から井ノロ川、葛川、塩海川、宇田川などと呼ばれ、流域住民に大きな恵みをもたらして

来ました。 

 その第一は水田の灌漑です。五分一堰、北根堰、向根堰、下谷堰、谷部田堰、新田堰、万年堰など、川

に堰を作りそこから水を引いて、一色中里二宮の水田を潤し、米の生産に寄与して来ました。 

 水量は決して豊富とはいえませんので、旱
ひでり

の年には深刻な水争いもありました。その状況を二宮の古老

は次のように話をしていました。 

「裏の田圃に夜な夜な人魂が出るという噂がさかんに言いはやされていました。私はその正体を確かめて

やろうとある夜木刀をもって、田圃の土手に身を隠して、じっと待っていると、遠くから提灯のようなも

のがだんだん近づいて来ました。私の心臓は早鐘のように響きました。木刀を握りしめて息を殺しで様子

を窺っていると、何とそれは百姓が水田に水を引きにきたのでした。」と。 

こんな風にしで人の寝静まった深夜、お互いに人目を忍んで我田に水を引いたものでした。 

 またこの水で水車をまわし、米や麦をついたり、粉々ひいたりして重要な役割を果して来ました。水車

は、井ノロに二軒、一色に七軒（北・菊えんさん・とんだや・留吉さん・勘兵衛さん・鹿さん・たびや）、

中里に四軒（金目・五島など）、二宮に四軒（池田・松木・市川・小林）もありました。また大磯方而から

も利用する人が沢山あったそうです。その他洗濯や野菜などの洗い物に利用されて日常の生活に密接な関

係がありました。 

 現在の葛川は昭和 31 年以後、県の土木課の手で河川工事が行われ、川幅も拡張され流水もよくなって

きましたが、それ以前は大変屈曲が多く、ちょっと大きな雨が降ると必ず妙見・堂面・内輪一帯に浸水し、

特に昭和 10 年の水害は一色から元町まで、家屋の流失 6 戸、半壊 4 戸、床上浸水 130 戸、床下浸水 155

戸、水田 8町 3反歩、道路欠損 39ヶ所、橋梁流失 17、堤防決壊 61ヶ所もあって被害は甚大でした。      

 しかしその当時は水がきれいでいろいろな川魚が沢山いました。流域の子どもにとって、水泳、魚獲り

など格好の遊び場でもありました。 

或る年には鰻の幼魚の大群が、川が真黒に見えるほど群をなしてさかのぼるのを見た人もあります。又終

戦後のある年、エビガエが大繁殖し、水田の畔をこわして農民がひどい被害を受けたことがありました。 

 現在の葛川流域は殆んど住宅地となり。一時川はひどくよごれていましたが、最近は葛川を魚の棲める

川iにしようという運動が起り、大分きれいになって来ました。 

「二宮のむかしばなし」二宮町教育委員会 昭和 56年(1981年)３月 より 

 

                                                   
i 昭和53年 米穀商原昭一さんたちが川そうじの一方で、二宮町漁協や子供会の協力を得て、計9,000

匹を放流。 



3&4吾妻山と厳島神社 
(海と川のつながり) 

 

二宮の真ん中に吾妻山があります。 

皆さんは、どうして「吾妻
あ づ ま

」という名前がついたのか、考えたことがありますか? 

それにはこういう言い伝えがあるのです。 

 

昔、昔のことです。 

ミコト(第十二代景行天皇第二皇子 日本武尊
やまとたけるのミコト

 3世紀頃)は、東の地方を従えようと軍を進めていた。 

ある時、ミコトたちは二宮の海の沖合を船で渡っていた。 

ところが、途中で暴風雨にあってしまった。大波が船を襲い、船は進まず、船が沈みそうになった。

そのとき妻のヒメ「弟
おと

橘
たちばなの

姫
ヒメ

」はミコトに向かって言った。「これは、きっと海の神のたたりでしょう。

妻のわたしがあなたの身代わりになって海に入り、海の神のたたりを沈めましょう。あなたは生き残

り、東国の悪者どもをやっつけてください。」 

ミコトは必至で姫を止めた。 

「いいえ、この神の怒りは鎮められません。お許しください。ミコトのお役に立つならば、本望でご

ざいます」 

そしてヒメは次のような歌を口づさんだ。 

「相模の国の燃える日の中でも 私を思って下さった情け深いあなたを、どうして忘れることができる

でしょう。」これは今まで過ごした日々の喜びや楽しさを与えてくれたミコトに感謝する心をこめた歌だ

った。 

そして、姫は海に飛び込んで行った。 

「ヒメ、わが妻よ」とミコトは声の限りに叫んだ。 

しかし、荒れ狂う波はたちまちにして、ヒメを飲み込んだ。 

すると今まで荒れ狂っていた海はしずまり、ミコトたちは向こう岸につくことができた。 

 

しばらくして，ミコトはヒメの衣が流れついたという海岸を訪れた。 

そして、地元の漁師が曳き揚げたという櫛を見た。 

手に取ってみると、貝をはめ込んだ飾りのある「くし」だった。それは日ごろ見慣れたヒメの髪にさ

されていた櫛であった。 

ミコトはその櫛を、近くにある小高い山にお墓をつくり埋めた。 

そのことから、小高い山を「わがつま山」…「吾妻山」と呼ぶようになった。そして、衣の流れ着い

た海岸を「袖が浦」と呼ぶようになった。   (吾妻神社の祭神は「弟
おと

橘
たちばなの

姫
ヒメ

」ご神体は「櫛」) 

 

ミコトには話されなかったが、実は地元の漁師が「くし」を曳き揚げようとしたとき、もうひとつの

ものがあったのだ。しかし、漁師はもう一つのものを曳き上げることができなかった。 

 

 



しばらくして、漁師は夢を見た。        

神が出てきて 

「いぜん、お前が網でひき上げようとしたのは『鏡』だ。いまは葛川上流の『泉のわき出る神社』に安

置されている。貴重なものなので、大事にしなさい。」と言った。 

そこで、漁師は仲間を集めて、葛川のまわりをくわしく探した。そして、中井の湿生公園の所にある

「厳島神社」にあることがわかった。 

それから漁師たちは、お金などを「厳島神社」に寄付したりした。するとそれから毎日のようにたく

さんの魚がとれるようになった。 

漁師は考えた。「厳島神社は海の神だから、この豊漁は、この神様のお恵みにちがいない。」 

それから、二宮の漁師は、海でとれた新鮮な魚を神社にそなえるようになった。 

( 二宮漁協の美濃島さんによれば現在は行われていない。) 

この話にもあるように昔から海の漁師たちは、森林と魚たちの間に「どうも関係があるらしい」とい

うことに気づいていました。 

「森林が海の魚を養う」ということをあなたは知っていますか?  森林が荒れると魚がとれなくなり、逆

に木を植えたりして森林が育つと、魚がとれだすのです。 

だから、二宮の漁師は葛川の最上流、厳島神社を大切にしているのです。                                                         

 

川と海はつながっています。海の魚を養う栄養は川で運ばれます。海岸の砂は川がつくります。一方、

海岸のごみの 70～80％は川から流れ出たものです。 

ですから、川について学ぶということは 海について学ぶことにもつながります。 

葛川について学ぶことは、二宮の海を、そして環境を学ぶことにつながります。 

そういう広がりを持ちながら、自然と人間のかかわりを考えていってほしいです。 

 

 

 

参考文献 

「厳島神社と鏡」中井の昔話 (年 不明) 

「吾妻山純情」二宮高校アニメーション研究部 川崎 美雪 (年 不明) 

「海は生きている」 富山和子 講談社 2009年 

 

 

                  



5 二宮町田畑用水路図(1815年頃)

わたしたちの二宮　二宮町教育委員会
平成5年(1993年)に加筆

中里からの用水 
打越川から水を引き妙見あ

たりで葛川に水を落とした 

原田堰からの用水 

現商工会館付近から水

を引き、用水は上川久

保・下川久保を通り国府

の方まで延びていた。 

萬年堰用水 
萬年堰から勝負前の水

田に水を引き現新田橋

付近(数か所)に水を落と

した。 



6 萬年堀について 

水田を開く 

 代官、万年七郎右衛門高頼は人びとの生活をゆたかにするために努力した人

でした。農民たちと協力して水田開発に力を入れました。 

高頼は現在の中里にある万年橋のすぐ上流にせきをつくり、くず川の水をせき

とめました。そうすることにより水かさをあげ、水が「勝負の前」に流れるよ

うにしたのです。 

こうして①谷津 ②内輪、③勝負の前、④新田 (次のページ参照)の順に田が開

かれました。 

 「万年ばり」・「万年ぜき」の呼び名は、それらをつくった万年七郎右衛門に

ちなんでつけられたものです。また、「新田」の名も新しく開かれた田というこ

とでつけられました。 

※せき…水をせきとめるために川の中につくったしきり 

 

 水田が開かれてから 

「万年ばり」・「万年せき」のおかげで多くの水田を開くことができ、お米もた

くさんとれるようになりました。そして、人びとのくらしもゆたかになりまし

た。 

 また、高頼は代官として、天領（江戸幕府が直接支配する土地）であった二

宮をよくおさめました。仏教を信じる心もあつく、大応寺のために力をつくし

たと伝えられています。高頼のお墓は今でも大応寺に残っています。 

 

お年寄の話 

 毎年６月ごろに、ほりをきれいにするほりさらいがおこなわれました。約７

ヶ月の間に土や落ちばなどがほりにたまりますので、それらをとりのぞくため

です。大ぜいの人たちか協力してはりさらいをします。朝早くから、中里の「万

年ぜき」からはじめます。 

大応寺の下のあたりまでくると、はりが深くなり とりのぞく量も多くなるの

で大変です。まして６月の暑いころですのでみんな大変つかれます。どろどろ

の土などが顔や体につくし汗もびっしょりです。でもみんななまけません。ほ

りさらいをしないと、田に水が入らず、田うえができないからです。 

 

「にのみや」昭和 62 年 5 月 二宮町教育委員会 より 

 

 



「にのみや」昭和62年5月
二宮町教育委員会

7 　萬年堀勝負前流路図



8 萬年堰と灌漑用水路景観図



9
池田精一郎氏　絵

大正5年(1916)頃の堂面堰景観図



10 堂面堰の自然プールについて 

大正時代(大正５年 1916年) 

 
昔から堂面に葛川をせき止めた堰があった。この堰は水車を回転させるた

めに作られたもので、堰の上辺から東に向かう水取り口がつくられ 3ｍ

くらいで南に曲がり、葛川に並行して南流し、田代川と合流する前で水車

を回していた。 

この堰はちょうど知足寺山の東南端が葛川に接する所に基盤である二宮

層(凝灰質砂礫岩)が露出しているので、堰きとめの横柱を支えるのに格好

な場所であった。堰きとめのそばには 2 枚の長い厚い杉板が二枚並べて渡

してあり、谷戸へいく懸け橋として重要な役割をはたしていた。 

いうまでもなく、この堰によって回されていた水車は、米、麦、粉の精製

が行われ二宮の農家にとっては食糧上なくてはならないものであった。 

この堰によって堰きとめられた水面は鏡のように静かで自然の大きなプ

ールであった。 

元町の子どもたちは、夏になるとここを唯一の水泳場として利用し、遊び

に行くものが多かった。泳げないものは堰下の泳ぐ練習をしたり、魚とり

等をして遊んでいた。板のかけ橋から川上に向かって直線で約 50 メート

ルくらいあったから、板橋をスタート線として共栄をしたりした。特に 8

月の夏休みには午前中からにぎやかで、塩海や中里のほうから泳ぎに来る

子どももいた。おそらく元町の子どもたちが泳げるようになったのはこの

堰のおかげに因るものが多いだろう。 

次に、この堰上にはハヤ、鮒等がたくさんいたので、夏の夕方は魚釣りで

にぎやかだった。大人と子供が入り混じっての風情は奥ゆかしてものであ

った。子どもたちのつりざおは竹やぶから細い竹を切ってきたもので、釣

り糸は黒の木綿糸で浮きはきびがらを 3 センチぐらいに切ったものだっ

た。 

 

池田精一郎 

「大正初期の正月行事と元町地域の景観その変貌」より 



11 妙見組合の水車(池田精一郎氏の図) 



12 少なくとも 1967年(東京オリンピック頃)までは 

下町(川久保地区)に用水が流れていた  

 南新道(秦野街道)*iにある吉田屋の前から葛川に向って下って六尺幅くらいの坂道があった。葛川に

接する所で直角的にまがって原田橋があり原田と秦野街道を結ぶ唯一の道となっていた。 

この原田橋のすぐ北側に原田堰があった。(現在の商工会館の北辺の葛川岸壁に用水取り入れ口の跡

が残っている) 

この原田堰は江戸時代に作られたものと思われる。すぐそばの新田までは中里の万年堰で灌漑して

水田開発が行われ、上川久保、下川久保地域がこの原田堰で水田化されたものである。 

国鉄東海道本線の土堤下に強固な土管が敷設され、その土管を通って灌漑用水が上川久保から下川

久保に流れて水田開発をし、二毛作地帯になったことは勝負前と同様である。従って国鉄敷設以前iiか

らこの用水路があったことは明らかである。今でも脇さんの家の庭先の線路土堤下にこの用水路の土

管口が残っている。これは昔を語る貴重な記念的史跡である。 

原田堰の維持管理は上川久保、下川久保の水田所有者及び耕作者と水車経営者によって行われてい

た。 

原田堰の灌漑用水を使って水車を回し、原田や塩海方面(上、中、下町)の精米、精麦、製粉等が行

われ、食糧上の使命を果たしていた。 

この灌漑用水路は国鉄線土堤下を通り、上川久保水田地域の中央を東流して下町の片岡氏宅のそば

で東海道を横断して、下川久保に入り東海道に沿う土堤下を東流して葛川に挟まれた水田を開発して

いった。 

池田精一郎 

「大正初期の正月行事と元町地域の景観その変貌」より 

                                                   
i  秦野街道とあるのは旧秦野街道を指すものと思われる。 
ii 東海道本線が国府津まで通ったのは 1887年 

 

そこで 1967年の明細地図をもとに用水路の流路を推定しました。 

塩海橋 

国道 1号線 

商工会館そば 

生協 

➡プリンスホ

テル方面へ 

セブンイレ

ブン 



13  よみがえれ葛川の清流(1987年2月3日朝日



14 コイが住める清流に(1978年9月8日朝日新聞) 



 

15 河川の汚濁問題(昭和 59(1984)年 5月広報にのみや) 



 

16葛川橋付近の水質は「きたない」 
(広報にのみや昭和 60年 1985年 3月) 



17 葛川はきれいになってきているの?

BODは業者委託

による「二宮町調

べ」 データのある

昭和51年よりの結

果 
 
二宮町環境課の資

料より 

 左の表からわかるよ
うに葛川の汚染は昭和
５０年代後半から平成
13年ぐらいがピークで
す。 
 30,000人前後と人口が
増えてきた頃がちょう
ど重なります。 
 その後水質は改善に向
かってます。 
 その原因は 
 
1公共下水道普及率の
向上 
2厳島湿生公園の整備 
3「葛川サミット」や
「葛川をきれいにする
会」 
4  EM菌を利用した活
動 
 
をはじめとする町民意
識の向上。  

BODとは 
川の汚れを表す指標の一つ

で数字がか大きいほど汚れて

いることを表します。 

BOD 環境基準　神奈川県

きれい
2mg/L以下

通常の浄水操作で水
道用　ヤマメ、イワナ
水浴

ややきれい
2m～5mg/L

やや汚れてい
る
5～10mg/L

農業用水

汚れている
10mg/L以上

日常生活上　不快を感
じない限度

出来事
二宮の人口(人)
(　)は下水道普
及率

葛川橋で
のBOD

1976 昭和51年 7
1977 昭和52年 山西小学校開校 9
1978 昭和53年 鯉の放流9/8 7
1979 昭和54年 4
1980 昭和55年 27,221 4
1981 昭和56年 7.3
1982 昭和57年 5,8
1983 昭和58年 6.3
1984 昭和59年 7.8
1985 昭和60年 28,936 9.8
1986 昭和61年 10.2
1987 昭和62年 10.3
1988 昭和63年 7.8
1989 平成元年 8
1990 平成2年 29,415 6.3
1991 平成3年 6.5
1992 平成4年 8.3
1993 平成5年 9.2
1994 平成6年 11.8
1995 平成7年 30,576 10.8
1996 平成8年 11.3
1997 平成9年 10.3
1998 平成10年 7.3

1999/4/1 平成11年 公共下水道供用開始 (約10%) 15.8
2000 平成１２年 30,802 12.8

2001/10/10 平成１３年葛川をきれいにする会発足 (約20%) 10

2002/8/12 平成１４年葛川サミット 7
2003/4/1 平成１５年厳島湿生公園オープン (約20%) 7.8

2004 平成１６年 6

2005 平成１７年 30,247(約45%) 7.3

2006 平成１８年 5.3

2007 平成１９年 (約60%) 5.8

2008 平成２０年 8.3

2009 平成２１年 (約80%弱) 5

2010 平成２２年 29,524 5

2011 平成２３年 (約80%強) 3

2012 平成２４年 1.9

2013 平成２５年 2.6

2014 平成２６年 葛1 2.9

年



18「葛川はきれいになった」という声を聞く

が、それで十分なのか?

 BODについては平成11年(1999年)をピークに近年、3前後を推移している。そのことから一定程
度きれいになったといえる。

 一方大腸菌群数については平成3年(1991年)をピークに下がってきている。
 水浴場の水質判定基準については1970年から1982年は「大腸菌群数」が1983年以降は「糞便性
大腸菌群」が採用されている。
その数値だが「大腸菌群数」「糞便性大腸菌群」の両者とも利用目的水浴を含むA類型においては
1,000MPN/100ml以下と設定されている。
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新原田橋における大腸菌群数/100ml とBODの変化 
「にのみやの環境」二宮町より 

大腸菌群数 測定結果(年平均) BOD(年平均) 

BOD 
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大腸菌群数 

BODとは 
川の汚れを表す指標の一つで

数字がか大きいほど汚れてい

ることを表します。 

リバーウォッチング(神奈川県)

きれい 2mg/ℓ以下

BODによる目安

BOD

10mg/ℓ

以上

5～

10mg/ℓ

2～5mg/ℓ

汚れてい

る

やや汚れ

ている

ややきれ

い



葛川はきれいになった? 

19  BOD値 

県内87観測点中

80番目 
「平成27年度神奈川県まと

め」をデータ処理すると 

「葛川はきれいになった」という話

を聞きます。  

 たしかに平成11年度にはBOD値で

16ありましたが、ここ5～6年は2又は

3前後となっています。 

 その意味では、たしかにきれいに

なったといえます。 

 そこで、神奈川県の中ではどうな

のかを調べてみました。 

 その結果、葛川は80/87番目という

結果が出ました。 

 つまり、葛川は平成11年頃、県の

中で最も汚れている川の一つであっ

たのが、現在でもその位置は変わら

ないという結果が出ました。 

 葛川には水質改善のほかにも、葛

川の親水化、魚道の設置など自然環

境を回復することなど、様々な課題

があります。 

河川の水質測定結果速報値(平成27年度合計)

環境
基準

ＢＯＤ 測定機関

類型 (mg/l)

1 (落合発電所放流水) 79 落合発電所 Ａ 0.40 神奈川県

2 （玄倉川） 77 玄倉水位観測所 Ａ 0.45 神奈川県

3 （世附川） 80 湖流入前 Ａ 0.50 神奈川県

4 相模川 51 相模大橋 Ａ 0.63 神奈川県

5 （道志川） 54 両国橋 （Ａ） 0.63 相模原市

6 （川音川） 81 文久橋 Ａ 0.65 神奈川県

7 新崎川 86 吉浜橋 Ａ 0.66 神奈川県

8 酒匂川 75 飯泉取水堰（上） Ａ 0.67 小田原市

9 境川 36 鶴間橋 Ｄ 0.72 大和市

10 早川 84 函嶺もみじ橋 Ａ 0.74 神奈川県

11 （道志川） 55 弁天橋 （Ａ） 0.74 相模原市

12 引地川 45 福田橋 C 0.76 大和市

13 相模川 52 寒川取水堰（上） Ａ 0.76 神奈川県

14 酒匂川 76 酒匂橋 Ｂ 0.77 小田原市

15 酒匂川 74 報徳橋 Ａ 0.77 小田原市

16 酒匂川 71 県境 Ａ 0.80 神奈川県

17 相模川 50 昭和橋 Ａ 0.80 厚木市

18 酒匂川 72 峰下橋 Ａ 0.81 神奈川県

19 （中津川） 57 第一鮎津橋 Ａ 0.82 厚木市

20 酒匂川 73 十文字橋 Ａ 0.83 神奈川県

21 千歳川 87 千歳橋 Ａ 0.84 神奈川県

22 早川 85 早川橋 Ａ 0.84 小田原市

23 田越川 32 渚橋 B 0.88 神奈川県

24 神戸川 34 神戸橋 B 0.89 神奈川県

25 （小鮎川） 58 第二鮎津橋 （Ａ） 0.89 厚木市

26 金目川 63 小田急鉄橋 Ａ 0.96 神奈川県

27 森戸川（小田原市） 69 万石橋 Ｄ 0.97 小田原市

28 （河内川） 78 湖流入前 Ａ 0.98 神奈川県

29 帷子川 23 水道橋 B* 0.98 横浜市

30 （狩川） 82 狩川橋 Ａ 0.98 小田原市

31 山王川 83 山王橋 Ｂ 1.00 小田原市

32 相模川 53 馬入橋 Ｂ 1.04 国土交通省

33 （鳩川） 56 馬船橋 （Ａ） 1.06 神奈川県

34 宮川 25 瀬戸橋 B* 1.08 横浜市

35 （柏尾川） 41 吉倉橋 C 1.11 横浜市

36 （早淵川） 18 峰大橋 （Ｅ） 1.12 国土交通省

37 （玉川） 59 相川水位観測所 （Ａ） 1.16 厚木市

38 鶴見川 14 臨港鶴見川橋 Ｅ 1.18 国土交通省

39 （鳥山川） 17 又口橋 （Ｄ） 1.18 国土交通省

40 （大熊川） 16 大竹橋 （Ｄ） 1.20 国土交通省

41 大岡川 24 清水橋 B* 1.20 横浜市

42 （目久尻川） 61 河原橋 （Ｂ） 1.21 神奈川県

43 侍従川 26 平潟橋 B* 1.23 横浜市

44 （平瀬川） 9　平瀬橋（人道橋） Ｂ 1.23 川崎市

45 相模川 49 小倉橋 Ａ 1.26 相模原市

46 中村川 68 押切橋 Ｃ 1.31 神奈川県

47 （いたち川） 44 いたち川橋 C 1.32 横浜市

48 森戸川（小田原市） 70 親木橋 Ｄ 1.38 小田原市

49 鷹取川 27 追浜橋 B* 1.38 横須賀市

50 （真福寺川） 21 水車橋前 （Ｄ） 1.38 川崎市

51 滑川 33 滑川橋 B 1.43 神奈川県

52 境川 38 高鎌橋 Ｄ 1.44 横浜市

53 （二ケ領本川） 8 堰前橋 Ｂ 1.47 川崎市

54 多摩川 6 大師橋 Ｂ 1.47 国土交通省

55 金目川 64 花水橋 Ｃ 1.49 神奈川県

56 多摩川 1 多摩川原橋 Ｂ 1.51 国土交通省

57 境川 35 常矢橋 Ｄ 1.53 相模原市

58 多摩川 4 田園調布取水堰(上) Ｂ 1.58 国土交通省

59 平作川 28 夫婦橋 B 1.65 横須賀市

60 多摩川 3 二子橋（第三京浜） Ｂ 1.67 国土交通省

61 （永池川） 60 新竹沢橋 （Ａ） 1.72 神奈川県

62 （鈴川） 65 下之宮橋 Ｃ 1.74 平塚市

63 （矢上川） 19 矢上川橋 （Ｅ） 1.74 国土交通省

64 多摩川 2 多摩水道橋 Ｂ 1.77 国土交通省

65 （渋田川） 66 立堀橋 Ｃ 1.83 平塚市

66 鶴見川 13 末吉橋 Ｅ 1.85 国土交通省

67 入江川 22 入江橋 B* 1.85 横浜市

68 引地川 48 富士見橋 C 1.99 藤沢市

69 境川 40 境川橋 C 1.99 藤沢市

70 （柏尾川） 43 川名橋 C 2.07 藤沢市

71 松越川 29 竹川合流後 C 2.08 横須賀市

72 多摩川 5 六郷橋 Ｂ 2.08 国土交通省

73 引地川 47 石川橋 C 2.12 藤沢市

74 境川 37 新道大橋 Ｄ 2.13 大和市

75 下山川 30 下山橋 C 2.17 神奈川県

76 （三沢川） 7 一の橋 Ｃ 2.19 川崎市

77 （柏尾川） 42 鷹匠橋 C 2.23 横浜市

78 森戸川（葉山町） 31 森戸橋 Ｅ 2.36 神奈川県

79 鶴見川 11 亀の子橋 Ｄ 2.39 国土交通省

80 葛川 67 吉田橋 Ｃ 2.42 神奈川県

81 鶴見川 12 大綱橋 Ｅ 2.49 国土交通省

82 （麻生川） 20 耕地橋 （Ｄ） 2.53 川崎市

83 （小出川） 62 宮の下橋 （Ｂ） 2.63 茅ヶ崎市

84 引地川 46 下土棚大橋 C 2.67 藤沢市

85 鶴見川 10 千代橋 Ｄ 3.19 横浜市

86 境川 39 大道橋 Ｄ 4.21 藤沢市

87 （恩田川） 15 都橋 （Ｄ） 5.17 横浜市

（支川名） 測定地点



20 今も現役の用水路(中堰用水) 

 

江戸時代から昭和 20 年代まで、二宮町では葛川・打越川から

何本もの用水路が引かれ、水田が広がっていました。主なところで

は萬年用水、原田用水、中里用水などがあります。 

現在それらはすべて廃止され、その後をたどることも難しい状態

です。 

しかし、現在も使われている用水路があります。取り入れ口は百

合が丘サニーライフ近くにあります(一色 l,329 先左岸)。取り入れ

られた水は暗渠を通り, 西友二宮店の西側で姿を現し川勾神社の

御神田(約 1,000 ㎡)を潤しています。 

 

 

名称 場所 経過 現状

1 原田用水組合
二宮町二宮1156(左岸)
* 商工会そば

昭和５０年ごろに埋め立てを行った
際に廃止

未使用　現存せず

2 上堰用水組合
二宮町下川久保425先
(左岸)* 大磯境?

* 大磯町在住 詳細不明

3 馬田堰用水組合
二宮町一色1329先(右岸)
* サニーライフそば

西友ができるまで(昭和５６年)田ん
ぼに利用

未使用　現存せず

4 中堰用水組合
二宮町一色1329先(左岸)
* サニーライフそば

使用中

5 上堰用水組合
二宮町一色1210先(左岸)
* マックスバリュうら

西友ができるまで(昭和５６年)田ん
ぼに利用

未使用　跡あり

 葛川の慣行水利権の現状調べ

二宮町産業振興課　平成26年(2014年)4月13日　より



21 ファイル東海道線の下をくぐる長寿
ちょうじゅ

橋
ば し

 

橋脚
きょうきゃく

がないのはなぜ? 
東海道本線の下をくぐる長寿橋。歩くとわずかですが上下に揺れます。「こ

の橋、大丈夫?」 

と感じた方もいるかと思います。 

橋が上下に揺れる原因は、橋脚がないから

です。 

ではなぜ橋脚がないのでしょうか。 

 

神奈川新聞「昭和の記憶 …平塚大磯二宮のこの 20枚『分断された町をつなぐ』 

(2018年 3月 6日) 

現在の長寿橋( 会員 吉川勇 氏撮影) 



モクズガニは繁殖のため海に下ります。その

のち川を上ります。 

川を上るのはアユやウナギも同じです。しか

し、これらは途中の塩海橋、軒吉橋付近の堰

のため上ることができません。2011年に私た

ち「葛川をきれいにする会」がアユの遡上を

発見しましたが、それ以降は確認されていま

せん。 

葛川には二宮町の部分だけでも10近い席があ

ります。 

2011年の遡上も大水とかの偶然的要因で堰を

乗り越えたと考えています。 

さて、このモズクガニの発見は、どう考えた

らよいのでしょうか? 2016.10.15 

西友そば葛川橋 

モクズガニ 

22 モクズガニは堰を越える? 

下流にも上流にも堰 



23葛川にウナギ! 
 

平成 28年 9/3(土) 下川窪児童公園下(下町)を流れる葛川で掃除をしていました。 

そのとき、全長 60センチ

メートルくらいのウナギが

泳いでいるのを見つけまし

た。よろよろと泳ぎ、弱って

いるようでした。 

うなぎの生態から考えて、

稚魚が葛川をこの付近まで

のぼり、中洲などを住処にし

て成長したものと考えられ

ます。 

堰があることなどの理由

でウナギが、さらに上流に上

るのは無理だと考えられます。 

年齢が 70 代より上の方から「昔は葛川にウナギがいて、よく捕ったものだ」という

話を聞きます。しかし、200 回を超える「葛川をきれいにする会の活動」でウナギを見

かけたのははじめてのことです。 

 

河川法(平成 9年 6月改正)では「河川環境の整備と保全」が追加され、治水・利水（田

畑へ水をとるなど水を利用すること）だけでなく地域の意見を反映しながら 環境に配

慮した河川の整備が求められています。 

今後は、治水・利水とならんで、地域動植物

の環境や風景など、貴重な自然環境を守り、さ

らに取り戻していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下川窪児童

公園 

世界の科学者らで組織する国際自然保護連

合（ＩＵＣＮ、スイス）は 2014年 4月 12日、

絶滅の恐れがある野生生物を指定する最新版

の「レッドリスト」にニホンウナギを加えた

と発表した。 

マリアナ海域で産卵、海流に流されながら成長し、

はるばる日本にやってきて、稚魚(シラスウナギ)が川

を上り、大きくなる。(5年～12年) 

やがて川を下り、産卵のため再びマリアナ海域へ

向かうと考えられている。 

絶滅危惧種 

 

塩海橋付近の堰 

上流には中里に 1か所 

百合が丘、一色にそれ

ぞれ数か所の堰がある 



24  7年ぶりに 葛川でアユを確認 

毎年アユが遡上するには魚道の整備することが必要 

調査月日 2018.7.2（月）15:30～16:30  ：柾一成、藤田尚志 

調査月日： 2018.8.17(土) 8:00～9:00   ：柾一成、長田信夫、藤田尚志 

 

今年（2018 年）は葛川に相当数のアユの遡上が確認されました。 

前回確認されたのは 2011 年 8 月 20 日で、今年が 2 回目になります。 

7 月 2 日に仮宿橋から観察してアユと判定し、写真を撮りました。その後複数の場所

で観察され、確認のために投網による調査を 8 月 17 日に倉田橋と新田橋の間で実施しま

した。目視では多数観察出来ましたが投網で 3 匹を捕獲して写真を撮りました。体長 16

～17ｃｍでした。 

葛川をきれいにする会が清掃活動を、地域の環境を良くする会がＥＭ活性液で水質浄化

活動を始めて 17 年になりますが、公共下水道の普及と相まって水質が向上し、川底はド

ロではなく砂地となり石に苔が生える環境になって、アユはもちろんオイカワ、アブラハ

ヤなど多種の魚が急速に増えて来ています。 

今年は 7 年ぶりのア

ユの確認ですが、治水対

策で築かれた「堰」が遡

上を妨げており、遡上の

時期に大雨が降ると上

流まで遡上できますが、

条件が整わないとアユ

は遡上できません。毎年

アユが遡上するには魚

道の整備することが必

要だと考えています。 

 

 



25葛川に魚道を 
 

神奈川県は「河川法亅(H9)に基づく「葛川水系河川整備計画」(以下「葛川整

備計画」)を立案中です。それに対して、私たち「葛川をきれいにする会」は「子

どもたちが水遊びできる葛川」に向けて、「遊歩道の設置」とか「魚道の設置」

という文言を入れ込んでほしいという働きかけを行っています。 

 

今回は「魚道の設置」について説明します。 

 高齢の方から「昔は葛川でうなぎが取れたものだ亅という話を時々聞きます。 

アユやウナギは川を上ります。 しかしながら、これらは途中の塩海橋、 軒

吉橋、一色付近の堰のため上ることができません。  

 では、昔のようにアユやウナギが遡れるようにするにはどうすればよいので

しょうか? 

 私たちは「魚道の設置」を考えています。 

葛川の二宮町を流れる部分には約 10 か所の堰があります。幸いに、二宮に設

置されている堰は高さ 1 メートル程度です。 

ですから、例えば次のようなものを考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

私たちの暮らしは、多様な種が関わりあいながら形成する自然の恵みに支えら

れています。複雑なバランスで成り立っている自然を取り戻すために、 まずは「う

なぎやアユが昔のように川を遡れる」という具体的なことから始めていきたいと

考えます。 

 

堰の一部に魚道をつくる 



26  小学生対象に 「葛川生き物観察」 

大人たちも飛び入り参加 

 

町内の環境団体イベント「エコフェスタにのみや」の 一環で「葛川を

きれいにする会」は 2018 年 6/3(日)「生き物観察」を行いました。場所

は BIG 下の葛川です。 

当日は 2回開催しました。それぞれ 10名程度の児童の申し込みでした。 

ところが実際に始まってみると、最初は見学していた保護者が、自分も

やってみたくなり、多くの人が川の中に入り始めました。 

大人たちは子供同様、目をキラキラさせながら魚の姿を追っていました。 

 また、ある見学者は「アブラハヤ、ヨシノボリ、オイカワなどが、この

ようにたくさんいることを示すことが、川

をきれいにしようという気持ちを育む」と

熱く語ってくれました。 



27「葛川水系河川整備計画」についての働きかけ 
 

H28 11月   

県は「葛川水系河川整備基本計画」を決定し、引き続き「葛川水系河川整備計画」を作成中との情報 

 

H28 12月 

県議 池田東一郎氏と平塚土木事務所へ陳情  

内容は「葛川水系河川整備計画」に親水化に向けた具体的文言「魚道及び遊歩道の設置亅を入れること。 

 

H29   2月 

町議  添田孝司氏に、町議会として県に対する働きかけをしてもらえないかを相談。 

H29  2月   町長に面会し協力を依頼。 

H29  2/22 町議会議員に対して、事前説明を行う。  

※議員の多くは賛成だったが、県財政が逼迫する中、治水が優先であるという趣旨の意見も出た。  

 

H29 3/24 町議会は「具体的文言『魚道及び遊歩道の設置』を入れること」を内容とする陳情を全会一致で採

択。 

町議会は同日付で県に意見書を送付。 

 

H29  9月 二宮町は県の議会関係に予算要望書(葛川関係も含む)を出す。 

葛川の内容は護岸整備と掘削で、親水化に向けた具体的文言「魚道及び遊歩道の設置亅を入れる、といったこ

とに言及していない。 

 

H29 10 /16 「葛川水系河川整備計画素案」が公表され、それに対する意見公募を開始。 

その内容を見ると「遊歩道等の葛川の親水化に向けた具体的文言はなかった。また、「魚道の整備」という言

葉はあったが「改修時に必要があれば亅という意味合い。その内容に対して「葛川をきれいにする会」は意見

を提出。 

併せて意見公募が行われていることを二宮町民に対して広報(新聞折り込みビラ 3,000枚） 

把握はしていないが、独自に意見応募してくれた町民もいたという。 

 

H29 11月 二宮町長に面会。 

内容は県の意見聴取に対して親水化に向けた具体的文言「魚道及び遊歩道の設置亅を入れることを働きかけて

ほしい。 

 

※根拠の法律 

河川法(整備計画） 

16条の 5  河川管理者(この場合は県)は河川整備計画を定めようとするときは、あらかじめ政令で定めるとこ

ろにより関係市町村長の意見を聴かなければならない。 

  

平成 31年 4月二宮町議会・二宮町民の声が一部反映されて 県は「葛川水系河川整備計画」を公表・決

定 



28  2019 年 4/9 県は「葛川水系河川整備計画」を公表し決定 

町民の願いが一部取り入れられ 

親水化に向けた「整備計画記載の修正」が行われる 

 
神奈川県は「葛川水系整備計画素案」(以下「素案」)の記載修正を行い、

目標を達成するための対象期間が概ね 30 年とする「葛川水系河川整備計

画案」を発表しました。 

        

「素案」(2017 年 10 月)には 遊歩道等の「葛川の親水化」に向けた具体的

文言がなく、このまま決定されてしまうと今後の「葛川の親水化」への働き

掛けが意味のないものになってしまうという強い懸念がありました。 

しかし、今回決定された「葛川水系河川整備計画」では 

「流域自治体や地域の方々と連携」「自然環境や、景観、親水性に配慮し

た河道や護岸の整備」と一定程度具体的文言が入りました。 

これは、 

町議会が「具体的文言『魚道及び遊歩道の設置』を入れること」を内容と

する陳情を全会一致で採択 県に意見書を送付 

さらに、「素案」への意見公募に対して「葛川をきれいにする会」も意見

を提出 

このような取り組みが、親水化に向けた「整備計画記載の修正」につなが

ったと考えます。 

 

もちろん、「葛川をきれいにする会」の意見が全面的に受け入れられたわ

けではありません。 

提案した「遊歩道」については 

「河川工事個所として位置づけられていない」「安全性の確保の観点から難

しい」の理由から、と受け入れられていません。 

一方、「魚道の設置」に向けての提案は 

「河川整備が行われるときの、ついでに」という理由で受け入れられないと

ころもあるが、「河川環境の整備と保全の観点から、必要に応じて魚道の設

置を検討する」と前向きともとれる記述になっています。 

 

しかし「葛川水系河川整備計画」に「流域自治体や地域の方々と連携」「自

然環境や、景観、親水性に配慮した河道や護岸の整備」と一定程度具体的文

言が入ったことは、「葛川の親水化」につながる第一歩を踏み出せたことに

なります。  

今後「遊歩道」や「魚道」を最初のテーマとして町民が一緒に考える中で

「葛川の親水化」に向けて、さらなる取り組みをしていく必要があります。  



湿生公園から1.1キロ上流。 

井ノ口宮原「さがみ信用

金庫中井支店」付近から

上流は暗渠(地中に埋設さ

れた河川や水路)となって

いる。 

暗渠をたどること約1キロで東名高速道路

の下をくぐる。 

砂口という地区に入る。500メートルほど

行くと、ようやく水のながれが家と家の

間に見える。 

やがて畑に出ると行き止まり、草に覆わ

れた「水神様」があった。 

地主さんは「だれかが勝手に設置した」

と迷惑顔。(私有地なのでご注意)

厳島湿生公園 

厳島湿生公園からの流れ(左)と上流か

らの流れ(右)の合流点 

1 

2 

3 
29   葛川 もう一つの源流 

葛川の源流は「厳島湿生公園」といわれている。ところが、葛川は さらに 

約2.5キロさかのぼることができる。 



ユスリカ 
体長は0.5mmから1cm

こんな底生動物がいるかな ?         

葛川 新西谷戸橋下流付近 

ヒラテテナガエビ 

約10cm。 
ヘビトンボの仲間 

大きさ （前翅長）50mm前

後; 

オニヤンマ 
メスが大きくメスの成虫の体

長は10センチを超える、 

ヒゲナガカワトビケラ

の幼虫 

40㎜ぐらい 

ハグロトンボの幼虫 

幼虫（ヤゴ）は体長22～

26mmほどで、体色は淡

い褐色 
ハグロトンボ 

成虫の体長は57～
67mm アメンボ 

体長10.5–14.5mm 

シマトビケラ 

体長5～6 mm 

ユスリカの幼虫 
1ｃｍ以下と小さい種類

ヒゲナガカワトビケ

ラの成虫 

27-48㎜開張 

モクズガニ 
国内に生息している

淡水産の蟹では最大

級で、最大サイズは

甲羅の幅で10cm程度 

オナガサナエの幼虫 

体長は0.5mmから1cm
アメリカザリガニ 

体長は8cm - 12cmほど 

2020葛川をきれいにする会編 

サワカニ 

甲羅の幅は2-3cm 

ガカンボ 

蚊のお化けみた

いな虫 

コオニヤンマ 

成虫の大きさ 75-93mm 

ギンヤンマ 

成虫の頭から尾ま

では7cm 

ヒル 

大きさは30mmぐら

い 

ヨコエビ類 
多くは数mm程度

しかなく、1cmを超

える種は限られて

いる 

5月下旬 

きれいなところにいる生物

きたないところにいる生物

「日本水環境学会」資料をもとに編集者
(野谷)が独自に判断

オナガサナエ 

体長58〜65mm程度の

中型 

ガカンボ幼虫 



上流 下流
田端橋上流 向根橋下流・旧一色

分校横

ビッグ横　桜並木 西友駐車場横・新幹

線鉄橋上流

妙見橋下流 花月橋下流 下浜橋上流・下流

オイカワ

アブラハヤ

ヨシノボリ

シマドジョウ

ドジョウ

30 葛川に生息する主な魚類(コイを除く)

「葛川をきれいにする会」調べ

( 2010年8月22日   2011年8月20日  2012年8月4日 2013年7月14日      2014年8月2日　　調査)

のが上記の表です。上流から下流まで「オイカワ」が多くみられ、上流では「アブラハヤ」も多くみられました。ま

た、「シマドジョウ・ドジョウ」は「ビッグ」付近より上流で確認できました。

  

オイカワ（追河、Opsariichthys platypus）は、コイ科に分類される淡水魚の一

種。西日本と東アジアの一部に分布し、分布域ではカワムツやウグイなどと

並ぶ身近な川魚である。 

アブラハヤコイ目コイ科ウグイ亜科に属する淡水魚。鱗が小さく、体表のぬめりが強いことからアブラの名があ

る。 地方名：ハヤ、ミノー、ヤマガオ、ムギクソ、ドロクソ、クソッパヨ、アッパヘ、ニガッパヤ、 ... 

ヨシノボリ（葦登）は、アジアの熱帯・温帯の淡水から汽水域に広く分布する

ハゼの1グループである。 「ヨシノボリ」という呼び名は特定の種類を指さず、

ハゼ亜目ハゼ科ヨシノボリ属 (Rhinogobius) に分類される魚の総称として用いら

れる。 

コイ目ドジョウ科に分類される淡水魚

の一種。日本の平野部の水田や湿地な

どに全国的に生息している。 

シマドジョウ 体は側扁して細長く、体色

は全体に肌色で、体側の中央部には黒っぽ

い円や楕円形の斑が縦に並んでいる 

オス メス 
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